
平成30年度大阪府・大阪市・堺市・豊能地区公立学校教員採用選考テスト

中学校　理科

解答についての注意点

１　解答用紙は、マーク式解答用紙と記述式解答用紙の２種類があります。

２　�大問 １ ～大問 ４ については、マーク式解答用紙に、大問 ５ については、記述式解答用紙

に記入してください。

３　�解答用紙が配付されたら、まずマーク式解答用紙に受験番号等を記入し、受験番号に対応する

数字を、鉛筆で黒くぬりつぶしてください。

　　記述式解答用紙は、全ての用紙の上部に受験番号のみを記入してください。

４　�大問 １ ～大問 ４ の解答は、選択肢のうちから、問題で指示された解答番号の欄にある数字

のうち一つを黒くぬりつぶしてください。

　　�例えば、「解答番号は １ 」と表示のある問題に対して、「 ３」と解答する場合は、�

解答番号 １ の欄に並んでいる　①　②　③　④　⑤　の中の　③　を黒くぬりつぶしてください。

５　�間違ってぬりつぶしたときは、消しゴムできれいに消してください。二つ以上ぬりつぶされて

いる場合は、その解答は無効となります。

６　その他、係員が注意したことをよく守ってください。

指示があるまで中をあけてはいけません。



　�　次の（１）～（９）の問いに答えよ。

（１�）図１のような摩擦のない斜面上の小球の運動について、点Ｏを原点として x軸を斜面に平行に

上向きを正にとって考える。小球は時刻 t ＝０〔ｓ〕のとき、点Ｏを v０〔m/s〕で斜面の上方に

向かって動いていたが、t ＝ t１〔ｓ〕のとき斜面上の最高点に達し、その後も同じ加速度で�

動いた。図２は、この間の小球の加速度 a〔m/s２〕と時刻 t〔ｓ〕との関係を示している。この

運動における小球の速度 v〔m/s〕および変位 x〔ｍ〕と、時刻 t〔ｓ〕との関係を表すグラフと

して正しいものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。解答番号は １

　　　図１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２
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（２�）下図のように、重力の大きさが30〔Ｎ〕の小球に、長さの異なる２本の軽い糸Ａ、糸Ｂをつけ、

天井につり下げた。糸Ａ、糸Ｂが鉛直方向となす角がそれぞれ60°、30°であったとき、糸Ａが�

引く力の大きさT１〔Ｎ〕と糸Ｂが引く力の大きさT２〔Ｎ〕の値として最も適切な組合せを�

１～ ５から一つ選べ。ただし、 ３＝1.7とする。解答番号は ２

　

30°60° 糸Ｂ
糸Ａ

　　　T１　　T２
　 １　10　　　20

　 ２　15　　　24

　 ３　15　　　26

　 ４　20　　　10

　 ５　26　　　15
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（３�）図１のように支点Ｏの下方に釘のある支持台を用い、軽い糸で点Ｏからつり下げた小球を点Ｐ

から静かに放した。小球が点Ｏの真下に達したところで、糸が釘に当ったが小球は運動をつづ�

けた。また、図２のように、円弧の形をしたなめらかな滑り台上の点Ｑの位置から小球を静かに

放したところ、小球は台にそって運動し、点Ｒから飛び出した。

　　図１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２
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　�　下の①、②の解答として正しい組合せを １～ ５から一つ選べ。ただし、空気抵抗や摩擦は考えな

いものとする。解答番号は ３

　①　図１について、糸が釘に当たった後、小球の達する最高点の高さはＰと比べてどうか。

　②　図２について、小球がＲから飛び出した後、小球の達する最高点の高さはＱと比べてどうか。

　　　　　①　　　　　　　②

　 １　Ｐより高い　　　Ｑより低い

　 ２　Ｐより高い　　　Ｑと同じ

　 ３　Ｐより低い　　　Ｑと同じ

　 ４　Ｐと同じ　　　　Ｑと同じ

　 ５　Ｐと同じ　　　　Ｑより低い
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（４�）下図のような、抵抗、電池が接続された回路がある。抵抗Ｒに流れる電流の大きさとして最も

近い値を １～ ５から一つ選べ。ただし、電池には内部抵抗はないものとする。

　　解答番号は ４

　　

3.0〔Ω〕 3.0〔Ω〕

3.0Ω
3.0Ω

3.0Ω

18〔Ｖ〕 24〔Ｖ〕 

抵抗Ｒ3.0〔Ω〕 3.0〔Ω〕 6.0〔Ω〕 

　 １　1.8〔Ａ〕

　 ２　2.3〔Ａ〕

　 ３　3.5〔Ａ〕

　 ４　4.6〔Ａ〕

　 ５　5.0〔Ａ〕

（５�）下の①～⑥の家庭用電気器具を15〔Ａ〕容量のコンセントにつないで使用し、同時に最大電力

を消費したとき、このコンセントの電流の容量を超えず、消費電力が最も大きくなる製品の組合

せを １～ ５から一つ選べ。ただし、交流電圧の実効値は100〔Ｖ〕であり、器具の名称の後ろの

数値は最大消費電力を示している。解答番号は ５

　①　液晶テレビ　100〔Ｗ〕　　　②　電子レンジ　1000〔Ｗ〕

　③　エアコン　600〔Ｗ〕　　　　④　炊飯器　1200〔Ｗ〕

　⑤　冷蔵庫　300〔Ｗ〕　　　　　⑥　ハンドミキサー　200〔Ｗ〕

　 １　①　　②

　 ２　①　　⑤

　 ３　②　　⑤

　 ４　③　　④

　 ５　④　　⑥
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（６�）下図のように帯電して、はくが開いている状態のはく検電器がある。このはく検電器の金属円

板に負に帯電した塩化ビニル管をゆっくり近づけると、はくが閉じた。

　　下の①、②の解答として正しい組合せを １～ ５から一つ選べ。解答番号は ６

　①　はくと金属円板のもつ電気量の合計は正、負のいずれか。

　②�　塩化ビニル管をさらに近づけると、はくは開いた。その時のはくの電荷の状態はどうなってい

るか。

　　　①　　　　　　②

　 １　正　　　正に帯電している。

　 ２　正　　　負に帯電している。

　 ３　負　　　正に帯電している。

　 ４　負　　　負に帯電している。

　 ５　負　　　帯電していない。

（７�）下図のような密度 aの直方体を、密度 bの一様な液体に浮かせたとき、直方体の体積の何％が

液面の上に出ているか。正しいものを １～ ５から一つ選べ。解答番号は ７

　 １　（１－ ab ）×100

　 ２　（１－ba ）×100

　 ３　（ba －１）×100

　 ４　（b－ a）×100

　 ５　（ a－ b）×100

金属円板

はく

はく検電器

「直方体が液体に浮いている様子を真横から見た図」

密度aの直方体 
液面

密度bの液体 
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（８�）図１のような検流計につないだコイルを用い、電磁誘導の実験をおこなった。図２のように、

棒磁石のＮ極をコイルに近づけると検流計の指針は右に振れた。同じ装置をつかって棒磁石、�

またはコイルを①～⑥の矢印の向きに動かしたとき、検流計の指針が左に振れるのはどれか。�

正しい組合せを １～ ５から一つ選べ。解答番号は ８

　　図１　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図２　

　①	 ②	 ③
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　④	 ⑤	 ⑥
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　 １　①　　③　　⑤

　 ２　①　　③　　⑥

　 ３　①　　④　　⑥

　 ４　②　　③　　⑤

　 ５　②　　④　　⑤

検流計
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（９�）下図のように、ろうそく、凸レンズ、スクリーンを距離30〔cm〕の間隔で一直線上に並べると、

スクリーンにろうそくと同じ大きさの像がはっきりと映った。その後、ろうそくを凸レンズの方

に10〔cm〕近づけた。このとき、像がはっきりと映るスクリーンの位置と、映ったときの像の大

きさはどうなるか。正しいものを １～ ５から一つ選べ。解答番号は ９

　　
30〔cm〕 30〔cm〕 

スクリーン凸レンズろうそく

　 １　凸レンズに近くなり、映る像は小さくなる。

　 ２　凸レンズに近くなり、映る像は大きくなる。

　 ３　凸レンズから遠くなり、映る像は小さくなる。

　 ４　凸レンズから遠くなり、映る像は大きくなる。

　 ５　スクリーンに像ははっきりと映らない。
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　�　次の（１）～（８）の問いに答えよ。

（１�）Ｘ先生は、希塩酸、希硫酸、食塩水、石灰水、炭酸ナトリウム水溶液の五種類の水溶液を、�

Ａ～Ｅのラベルを貼った５つのビーカーにそれぞれ入れた。Ｘ先生は、それぞれのビーカーにど

の水溶液が入っているかをＶさんに伝えずに渡した。Ｖさんは、ビーカーＡ～Ｅにどの水溶液が

入っているかを調べるため、次の実験１、２を行った。

　　

Ａ Ｂ Ｃ Ｅ Ｄ

　【実験１】　�ビーカーＡ～Ｅの水溶液をそれぞれ白金線につけて、バーナーの炎の中に入れたところ、

ビーカーＢとビーカーＤ以外の水溶液は炎色反応を示した。

　【実験２】　�ビーカーＡの水溶液を２本の試験管に別々に入れた。これらの試験管の１本にビーカー

Ｂの水溶液を加えたところ、水溶液が白く濁った。また、もう一本の試験管にビーカー

Ｃの水溶液を加えたところ、水溶液が白く濁った。

　ア　ビーカーＣの水溶液として、最も適切なものを、 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 10

　 １　希塩酸　　　 ２　希硫酸　　　　　　　　　　 ３　食塩水

　 ４　石灰水　　　 ５　炭酸ナトリウム水溶液

　イ　ビーカーＡ～Ｅの水溶液のうち、中性を示すものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 11

　 １　ビーカーＡの水溶液　　　 ２　ビーカーＢの水溶液　　　 ３　ビーカーＣの水溶液

　 ４　ビーカーＤの水溶液　　　 ５　ビーカーＥの水溶液

２
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（２�）下図のような実験器具を用いて濃塩酸を精製水で希釈して、濃度2.50％の希塩酸を1.00Ｌ調製す

るとき、濃塩酸は何cm３必要か。最も近い値を １～ ５から一つ選べ。ただし、濃塩酸の密度は

1.19ｇ/cm３、質量パーセント濃度は37.2％とし、濃度2.50％の希塩酸の密度は1.00ｇ/cm３とする。

解答番号は 12

　　

濃塩酸を測り
取って注ぐ。

精製水を加えて
希釈する。

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

100mL

1000mL 1000mL

　 １　25.0cm３　　　 ２　43.7cm３　　　 ３　56.5cm３　　　 ４　67.6cm３　　　 ５　80.4cm３

（３�）80℃の飽和硝酸カリウム水溶液538ｇを加熱して、水75ｇを蒸発させた後、水溶液を20℃に冷

却した。このとき、水溶液中に沈殿している硝酸カリウムは何ｇか。１～ ５から一つ選べ。ただし、

硝酸カリウムは、80℃では水100ｇに対して169ｇまで溶け、20℃では水100ｇに対して32ｇまで

溶けるものとする。解答番号は 13

　 １　137ｇ　　　 ２　179ｇ　　　 ３　274ｇ　　　 ４　298ｇ　　　 ５　338ｇ

（４�）エタノール（液体）が燃焼して水（液体）と二酸化炭素（気体）になるときの燃焼熱は、

1368kJ/molである。また、水素（気体）が燃焼して水（液体）になるときの燃焼熱は、�

286kJ/molであり、黒鉛（固体）が燃焼して二酸化炭素（気体）になるときの燃焼熱は、�

394kJ/molである。エタノールの生成熱として正しいものを、 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 14

　 １　－688kJ/mol　　　 ２　－278kJ/mol　　　 ３　116kJ/mol

　 ４　278kJ/mol　　　　 ５　688kJ/mol
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（５�）物質Ｘを加熱すると、物質Ｙと水に分解する。物質Ｘをステンレス皿に取り、三脚上の三角架

にのせたあと、下からバーナーで加熱して、物質Ｙと水に分解する実験を行った。

　ア�　次の（あ）～（か）の文は、下の図で示したガスバーナーに火をつける操作について述べたも

のである。ガスバーナーに火をつける操作として、（あ）～（か）を正しい順番に並べたものを、

１～ ５から一つ選べ。解答番号は 15

　（あ）ねじＡ、Ｂを一度ゆるめ、動くことを確かめてから、軽く閉める。

　（い）ガスの元栓を開いてから、バーナーのコックを開ける。

　（う）ねじＡをゆるめて調整する。

　（え）マッチに火をつける。

　（お）マッチの炎をガスバーナーの先端に近づける。

　（か）ねじＢをゆるめて調整する。

　 １　（あ）→（い）→（う）→（え）→（お）→（か）

　 ２　（あ）→（い）→（か）→（え）→（お）→（う）

　 ３　（あ）→（い）→（え）→（お）→（う）→（か）

　 ４　（あ）→（い）→（え）→（お）→（か）→（う）

　 ５　（あ）→（い）→（え）→（か）→（お）→（う）

　イ�　物質Ｘを質量12.00ｇのステンレス皿に取り、ステンレス皿ごと質量を測ったところ、15.25ｇで

あった。ステンレス皿を三脚にのせてバーナーでよく加熱したところ、物質Ｘがすべて物質Ｙと

水に分解した。ステンレス皿をよく冷やした後、ステンレス皿ごと質量を測ったところ、14.65ｇ

であった。次に、物質Ｘを質量12.00ｇのステンレス皿に取り、ステンレス皿ごと質量を測ったと

ころ、ｚｇであった。ステンレス皿を加熱し始めて、しばらくしたところで一旦バーナーを止め

てステンレス皿をよく冷やしたのち、ステンレス皿ごと質量を測ったところ、15.66ｇであった。

その後、ステンレス皿を再び加熱して、未反応の物質Ｘを物質Ｙと水に完全に分解し、ステンレ

ス皿をよく冷やしたのち、ステンレス皿ごと質量を測ったところ、15.18ｇであった。このとき、

２回目の実験で一旦加熱をやめるまでに分解した物質Ｘの割合は何％であったと考えられるか。

最も近い値を １～ ５から一つ選べ。解答番号は 16

　　

ステンレス皿の質量 反応前の質量の計 途中の質量の計 反応後の質量の計

１回目 12.00 ｇ 15.25 ｇ ― 14.65 ｇ

２回目 12.00 ｇ ｚｇ 15.66 ｇ 15.18 ｇ

　 １　25％　　　 ２　33％　　　 ３　50％　　　 ４　67％　　　 ５　75％

コック
ねじＡ
ねじＢ
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（６�）モル濃度が 5.00×10－２mol/Lのシュウ酸水溶液10.0mL

をホールピペットでコニカルビーカーにはかり取り、少

量のフェノールフタレイン溶液を加えた後、右図のよう

な実験装置を用いて濃度未知の水酸化ナトリウム水溶液

で中和滴定したところ、水酸化ナトリウム水溶液を

8.00mL滴下したところでコニカルビーカーの水溶液が

薄いピンク色に変化した。この水酸化ナトリウム水溶液

のモル濃度として正しいものを、 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 17

　 １　6.25×10－２mol/L　　　 ２　8.00×10－２mol/L

　 ３　1.25×10－１mol/L　　　 ４　2.50×10－１mol/L

　 ５　6.25×10－１mol/L

（７�）長方形のろ紙を２枚用意して、それぞ

れを硝酸カリウム水溶液に浸した後、同

じ大きさの２枚のスライドガラスの上に

それぞれ重ねて置き、万能pH試験紙を

それぞれのろ紙の中央に１枚ずつ置い

て、スライドガラスとろ紙の両端を、そ

れぞれ別々の金属製のクリップで挟ん

だ。その後、一方の万能pH試験紙の中

央には幅１mmの希塩酸を浸したろ紙を

十字になるように静かに置き、実験装置

Ａとした。また、もう一方の万能pH試

験紙の中央には幅１mmの水酸化ナトリ

ウム水溶液を浸したろ紙を十字になるように静かに置き、実験装置Ｂとした。実験装置Ａ、Ｂの

左端のクリップを電源装置の－極にリード線でつなぎ、実験装置Ａ、Ｂの右端のクリップを電源

装置の＋極にリード線でつないで電圧をかけ、万能pＨ試験紙の色の変化の様子を観察した。�

このとき、実験装置Ａ、Ｂのそれぞれの万能pH試験紙の色の変化の様子を模式的に表した図と

して最も適切なものを、 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 18

濃度未知の水酸化
ナトリウム水溶液

5.00×10－２mol/Lシュウ酸
水溶液10.0 mLに
フェノールフタレイン
溶液を数滴加えた溶液 

Ａ
－極 ＋極

－極 ＋極

金属製のクリップ
スライドガラスの上に 
硝酸カリウム水溶液を 
浸したろ紙を置く

金属製のクリップ

万能pＨ試験紙 

万能pＨ試験紙 

希塩酸に浸したろ紙

水酸化ナトリウム水溶液に浸したろ紙

Ｂ
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　 １ 	 ２

　

Ａ 

Ｂ 

希塩酸に浸したろ紙

水酸化ナトリウム水溶液に浸したろ紙

橙色

紫色

－極 ＋極

－極 ＋極

	

Ａ

Ｂ

－極 ＋極

－極 ＋極

希塩酸に浸したろ紙

水酸化ナトリウム水溶液に浸したろ紙

橙色

紫色

　 ３ 	 ４

　

Ａ 

Ｂ 

希塩酸に浸したろ紙

水酸化ナトリウム水溶液に浸したろ紙

橙色

紫色

－極 ＋極

－極 ＋極

	

Ａ

Ｂ

希塩酸に浸したろ紙

水酸化ナトリウム水溶液に浸したろ紙

橙色

紫色

－極 ＋極

－極 ＋極

　 ５

　

Ａ 

Ｂ 

希塩酸に浸したろ紙

水酸化ナトリウム水溶液に浸したろ紙

橙色

紫色紫色

橙色

－極 ＋極

－極 ＋極
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（８�）備長炭に食塩水に浸したろ紙を巻き、更にその上にアルミ箔を巻いて、備長炭電池を作製した。

更にアルミ箔をリード線で電子オルゴールの－端子につなぎ、備長炭をリード線で電子オルゴー

ルの＋端子につないで回路を作ったところ、電流が流れて電子オルゴールが鳴った。この備長炭

電池の負極と正極で起きている反応の組合せとして正しいものを、 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 19

　 １　負極　Al → Al３＋＋３e－	 正極　２H２O ＋O２＋４e－ → ４OH－

　 ２　負極　Al → Al３＋＋３e－	 正極　H２＋O２＋２e－ → ２OH－

　 ３　負極　Al → Al３＋＋３e－	 正極　Al３＋＋３e－ → Al

　 ４　負極　２H２O → ４Ｈ＋＋O２＋４e－	 正極　２H２O ＋O２＋４e－ → ４OH－

　 ５　負極　２H２O → ４Ｈ＋＋O２＋４e－	 正極　Al３＋＋３e－ → Al
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　�　次の（１）～（４）の問いに答えよ。

（１）顕微鏡（プリズム式）を使い、ある植物の細胞を観察した。次の問いに答えよ。

　ア�　細胞を観察するとき、顕微鏡の操作（Ａ～Ｆ）について、最も適切に並べられているものは�

どれか。 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 20

　Ａ　プレパラートをステージにのせる。　　　Ｂ　反射鏡を動かして、視野の明るさを調節する。

　Ｃ　接眼レンズをのぞきながら調節ねじを回して、ピントを合わせる。

　Ｄ　接眼レンズを取り付ける。　　　　　　　Ｅ　対物レンズを取り付ける。

　Ｆ　真横から見ながら調節ねじを回し、対物レンズをプレパラートに近づける。

　 １　Ｅ→Ｄ→Ｂ→Ａ→Ｆ→Ｃ　　　　 ２　Ｄ→Ｅ→Ｂ→Ａ→Ｆ→Ｃ

　 ３　Ｅ→Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｆ→Ｃ　　　　 ４　Ｄ→Ｅ→Ａ→Ｆ→Ｃ→Ｂ

　 ５　Ｅ→Ｄ→Ａ→Ｆ→Ｃ→Ｂ

　イ�　顕微鏡をのぞいたとき、下図の視野中の点Ａの位置に細胞が見えた。この細胞を視野の中心に

するには、プレパラートをどちらの方向へ動かしたらよいか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 21

　

１ 

２ 

３
４

５
Ａ

　ウ�　対物レンズを10倍から40倍に替えて観察したときの変化を述べた文のうち、正しいものはどれか。

１～ ５から一つ選べ。解答番号は 22

　 １　視野は暗くなり、焦点深度は深くなる。

　 ２　視野は暗くなり、焦点深度は浅くなる。

　 ３　視野は明るくなり、焦点深度は深くなる。

　 ４　視野は明るくなり、焦点深度は浅くなる。

　 ５　視野の明るさも焦点深度も変化しない。

３
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（２�）エンドウの子葉の色が、黄色である純系の株と、緑色である純系の株をかけ合わせたところ、

雑種第一代はすべて黄色だった。次の問いに答えよ。

　ア�　子葉を黄色にする遺伝子をＡ、子葉を緑色にする遺伝子をａとして、雑種第一代へ受けつがれ

た遺伝子について正しく述べたものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 23

　 １　Ａもａも受けつがれなかった。

　 ２　Ａは受けつがれたが、ａは受けつがれなかった。

　 ３　Ａもａも受けつがれたが、ａは胚の発生途中でなくなった。

　 ４　Ａもａも受けつがれたが、Ａのはたらきだけが現れた。

　 ５　Ａもａも受けつがれたが、ａに比べてＡのほうが多かった。

　イ�　雑種第一代を自家受粉させたときにできる、雑種第二代の遺伝子のすべての組合せと、そのとき

の子葉が黄色の種子と、子葉が緑色の種子の数を簡単な整数比で示したものについて最も適当な

ものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 24

　　　すべての遺伝子の組合せ　　　　　黄色：緑色

　 １　ＡＡ　ａａ　　　　　　　　　　　　１：１

　 ２　ＡＡ　Ａａ　　　　　　　　　　　　１：３

　 ３　ＡＡ　Ａａ　　　　　　　　　　　　３：１

　 ４　ＡＡ　Ａａ　ａａ　　　　　　　　　１：３

　 ５　ＡＡ　Ａａ　ａａ　　　　　　　　　３：１

　ウ�　雑種第一代と子葉の色が緑色である純系の株をかけ合わせたときにできる、種子の子葉の色が

緑色であるものの割合をあらわしている最も適当なものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 25

　 １　緑色が０％

　 ２　緑色が25％

　 ３　緑色が50％

　 ４　緑色が75％

　 ５　緑色が100％
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（３�）同じ大きさで同じ枚数の葉のついている枝を３本用意し、葉と枝から出る水蒸気の量について

調べる実験をした。下図の３つの条件で、減った水の量はそれぞれ①は0.9cm３、②は5.1cm３、

③は5.7cm３であった。次の問いに答えよ。ただし、すべての試験管に同じ量の水と、その水面に

は同じ量の油を入れている。

　

① ② ③

　ア�　次のＡ、Ｂの操作をする理由について、正しく選んでいるものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。

解答番号は 26

　　　Ａ　水面に油を入れる。　　　Ｂ　葉にワセリンを塗る。

　 １　水面からの蒸発を防ぐ。　　　葉の光合成を防ぐ。

　 ２　水面からの蒸発を防ぐ。　　　葉の呼吸を防ぐ。

　 ３　水温の上昇を防ぐ。　　　　　葉の呼吸を防ぐ。

　 ４　水面からの蒸発を防ぐ。　　　葉からの蒸散を防ぐ。

　 ５　水温の上昇を防ぐ。　　　　　葉からの蒸散を防ぐ。

　イ�　①～③の実験について述べた文で、正しいものはどれか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 27

　 １　①から葉の表のみの蒸散量がわかる。

　 ２　②から葉の裏のみの蒸散量がわかる。

　 ３　①と②を比較することで、葉の表のみの蒸散量がわかる。

　 ４　①と③を比較することで、葉の裏のみの蒸散量がわかる。

　 ５　①～③を比較しても、葉のついていない枝の蒸散量はわからない。

　ウ�　実験で使用した１本の枝についているすべての葉（表と裏）からの蒸散量は、何cm３か。

　 　 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 28

　 １　0.6　　　 ２　0.9　　　 ３　4.8　　　 ４　5.4　　　 ５　5.7
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（４）以下の表のような特徴を動物ごとに３つの記号で分類した。次の問いに答えよ。

背骨の有無 呼吸の仕方 産まれ方

Ａ　背骨がない
Ｂ　背骨がある

Ａ　えらで呼吸
Ｂ　肺で呼吸
Ｃ　�えらで呼吸と肺で呼吸

する時期がある

Ａ　卵生（殻のない卵）
Ｂ　卵生（殻のある卵）
Ｃ　胎生

例：動物名（分類記号）　　シジミ（ＡＡＡ）　　カエル（ＢＣＡ）

　ア　クジラに分類記号をつけるとしたらどのようになるか。 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 29

　 １　ＢＡＡ　　　 ２　ＢＡＣ　　　 ３　ＢＢＡ　　　 ４　ＢＢＢ　　　 ５　ＢＢＣ

　イ�　下の動物のそれぞれに分類記号をつけた場合、同じ記号になるものがある。正しい組合せは�

どれか。 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 30

　　　 　　メダカ　　　　イモリ　　　　ヤモリ　　　　ペンギン　　　　コウモリ

　 １　メダカ　イモリ　　　　　 ２　イモリ　ヤモリ　　　　　 ３　ヤモリ　ペンギン

　 ４　ペンギン　コウモリ　　　 ５　メダカ　コウモリ
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　�　次の（１）～（７）の問いに答えよ。

（１�）ある地域において、30年間にマグニチュード４の地震が1000回、マグニチュード６の地震が10回、

マグニチュード８の地震が１回発生したとする。このとき、マグニチュード８の地震のエネルギー

量は、この地域における30年間の地震エネルギー全体のおよそ何％か。最も適切な値を １～ ５から

一つ選べ。解答番号は 31

　 １　２％

　 ２　35％

　 ３　70％

　 ４　85％

　 ５　99％

（２�）大阪の地形に関するａ～ｃの３つの文における下線部の正誤について、最も適切な組合せを�

１～ ５から一つ選べ。解答番号は 32

　ａ�　雄岳と雌岳が並ぶ二上山は、およそ1500万年前に噴出した火山岩類でできている。石器の材料

であるサヌカイトの採れる山であり、屯
どんづるぼう

鶴峯では白い岩石の景色が見られる。

　ｂ�　水間駅から蕎
そぶ ら

原にかけては、新生代の大阪層群や中生代白亜紀の花こう岩類・泉南流紋岩類・

和泉層群が分布している。和泉層群の泥岩からは、ときどきアンモナイトや二枚貝などの化石を

採集することができる。

　ｃ�　大阪平野には、南北に細長い上町台地がある。かつて大和川は、この上町台地を避けるように

石川との合流点より北西に流れ、淀川と合流していたが、つけかえによって現在の流路となった。

　　　ａ　　ｂ　　ｃ

　 １　正　　正　　正

　 ２　正　　誤　　正

　 ３　正　　正　　誤

　 ４　正　　誤　　誤

　 ５　誤　　正　　正

４
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（３�）砂岩と泥岩の互層となっている露頭を見つけたので、クリノメーターを使って地層の走向と傾

斜を測定することにした。写真１・２はそれぞれ、走行と傾斜を測ったときのクリノメーターの

盤面である。走向と傾斜の大きさについて読み取ったとき、最も適切な組合せを １～ ５から一つ

選べ。解答番号は 33

　

（写真１・走向） （写真２・傾斜） 

　　　　走向　　　　傾斜の大きさ

　 １　Ｎ50°Ｅ　　　　　80°

　 ２　Ｓ30°Ｅ　　　　　10°

　 ３　Ｓ30°Ｅ　　　　　40°

　 ４　Ｎ40°Ｅ　　　　　10°

　 ５　Ｎ40°Ｅ　　　　　80°
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（４�）下の図は、太陽のまわりを公転する地球と黄道付近の主な星座を模式的に示したものである。

この図を見て、次のア～エの問いに答えよ。ただし、各星座は十分に遠い所にあるものとする。

　

おとめ
てんびん しし

地軸（北極）

さそり Ａ かに

いて Ｂ Ｄ ふたご

やぎ

みずがめ おひつじ

うお

Ｃ おうし

　ア�　北半球における春分の日と夏至の日の地球の位置の正しい組合せを、 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 34

　　　春分の日　　　夏至の日

　 １　　　Ａ　　　　　　Ｂ

　 ２　　　Ａ　　　　　　Ｄ

　 ３　　　Ｃ　　　　　　Ｂ

　 ４　　　Ｃ　　　　　　Ｄ

　 ５　　　Ｄ　　　　　　Ａ

　イ�　地上の観測者から見て午前０時にふたご座が南中するとき、うお座はどの位置にあるか。

　 　 １～ ５から一つ選べ。解答番号は 35

　 １　天頂

　 ２　東

　 ３　西

　 ４　南

　 ５　北
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　ウ�　地軸は公転面に垂直な線より23.4度傾いているとして、北緯34.4度の大阪で太陽を観測した場

合、太陽の南中高度の最大値と最小値の最も適切な組合せを、 １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 36

　　　最大値　　　最小値

　 １　79.0度　　　57.8度

　 ２　79.0度　　　34.4度

　 ３　79.0度　　　32.2度

　 ４　57.8度　　　34.4度

　 ５　57.8度　　　32.2度

　エ�　下の表をもとに、ある年の春分の日から秋分の日までの日数をＡ、秋分の日から翌年の春分の

日までの日数をＢとするとき、 １～ ５から最も適切なものを一つ選べ。解答番号は 37

（例　2016年～2017年の場合）

2016年
春分の日

2016年
夏至

2016年
秋分の日

2016年
冬至

2017年
春分の日

３月20日 ６月21日 ９月22日 12月21日 ３月20日

　 １　地球が太陽のまわりを回る公転軌道はほぼ円に近く、ＡとＢとの差は大きくても１日程度である。

　 ２ �　地球が太陽のまわりを回る公転軌道は楕円で、その遠日点には北半球が夏の間に達するので、

ＡはＢよりも１週間程度長くなる。

　 ３ �　地球が太陽のまわりを回る公転軌道は楕円で、その遠日点には北半球が夏の間に達するので、

ＡはＢよりも１週間程度短くなる。

　 ４ �　地球が太陽のまわりを回る公転軌道は楕円で、その遠日点には北半球が冬の間に達するので、

ＡはＢよりも１週間程度長くなる。

　 ５ �　地球が太陽のまわりを回る公転軌道は楕円で、その遠日点には北半球が冬の間に達するので、

ＡはＢよりも１週間程度短くなる。
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（５）文中の空欄にあてはまる語句や数値の組合せとして適切なものを １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 38

　ある時、乾球・湿球温度計（乾湿計）が下図のように温度を示した。湿球と乾球の示す温度
に差があるのは、蒸発する水が熱を（　ア　）ためである。このように、相変化に伴って出入
りする熱を（　イ　）という。乾球と湿球の値と湿度表より、このときの湿度は（　ウ　）％
であることがわかる。

　

乾球 湿球 

25 25 

24 24 

23 23 

22 22 

21 21 

20 20 
　 　

湿度表

（℃）
乾湿球示度差

0.0 1.0 2.0 3.0 4.0 5.0

25 100 92 84 76 68 61

24 100 91 83 75 68 60

23 100 91 83 75 67 59

22 100 91 82 74 66 58

21 100 91 82 73 65 57

20 100 91 81 73 64 56

　　　　ア　　　　　イ　　　　ウ

　 １　奪う　　　　顕熱　　　83

　 ２　与える　　　潜熱　　　82

　 ３　与える　　　顕熱　　　83

　 ４　奪う　　　　潜熱　　　83

　 ５　奪う　　　　顕熱　　　82
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（６�）下の図は、地表付近の空気Ａ～Ｅの気温と露点温度を示したものである。空気Ａ～Ｅについて

述べた各文のうち、最も適切なものを １～ ５から一つ選べ。解答番号は 39

　

20 

15 
Ｃ   

10 
Ａ Ｄ   

５ 
Ｂ Ｅ   

０ 
５ 10 15 20

気温（℃） 

露
点
温
度
（
℃
） 

　 １ �　空気の温度が５℃まで下がったとき、単位体積あたり最も多くの水蒸気が凝結する空気はＥで

ある。

　 ２　水蒸気圧が最も大きい空気はＢもしくはＥである。

　 ３　相対湿度が最も小さい空気はＥである。

　 ４　ＡとＣでは、相対湿度が大きいのはＣである。

　 ５　空気Ｂよりも空気Ａのほうが飽和水蒸気圧が大きい。

（７�）大気の運動は、気圧傾度力とコリオリの力（転向力）の影響を強く受ける。コリオリの力�

（転向力）について述べた次の文のうち、誤りであるものを １～ ５から一つ選べ。

　　解答番号は 40

　 １　コリオリの力（転向力）の大きさは、同じ緯度ならば、物体の速度に比例する。

　 ２　コリオリの力（転向力）の大きさは、低緯度ほど大きく、極点上では０になる。

　 ３　コリオリの力（転向力）は、地球自転の影響によって生じる見かけの力である。

　 ４ �　コリオリの力（転向力）によって、地球上の風は北半球では風の進行方向に対して右に向きが

それる。

　 ５ �　コリオリの力（転向力）によって、北半球においては、風を背にして立つと、低気圧の中心は

左手のやや前方方向にある。
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　�　次の文章を読み、（１）～（８）の問いに答えよ。

　�　物質を構成する基本成分を元素という。2017年４月現在、（　ア　）種類ほどの元素が発見され

ており、そのうち90種類ほどは天然に存在し、ほかはａ人工的に作られたものである。元素を�

（　イ　）の小さいもの順に並べると、20番まではｂ性質のよく似た元素が周期的に現れる。

　�　このような周期的な規則性を元素の周期律という。1860年代に、メンデレーエフは、当時発見さ

れていた63種類の元素を（　イ　）ではなく（　ウ　）の小さい順に元素を並べることで、系統的

に分類・整理し、化学的性質の類似した元素が同じ行に横に並ぶように配列した。

　�　しかし、メンデレーエフの周期表は完全なものではなかった。1894年にアルゴンが発見された時、

同様の性質をもつ元素がなく、原子量40のアルゴンを周期表のどこに入れればよいかと、科学者を

悩ませた。しかし、アルゴンの発見後、ｃ分離精製の技術の発達により、短期間で空気中より同じ

ような性質を持つ元素が何種類か発見され、これらが周期表の族の一種だと考えられるようになった。

　　　　　　　　図Ⅰ　メンデレーエフの周期表

　　　　　　　　

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５

─ 24 ─



（１�）文中の空欄（　ア　）～（　ウ　）にあてはまる最も適切な語句、数値を次の①～⑨からそれ

ぞれ選べ。

　①　72	 ②　91	 ③　118	 ④　144

　⑤　161	 ⑥　原子半径	 ⑦　原子番号	 ⑧　原子量

　⑨　分子量

（２�）下線部ａについて、日本の理化学研究所は2004年にＺｎをＢｉに衝突させることで新しい原子

の合成に成功し、2016年にその命名権を認められた。この名称と原子番号を答えよ。

（３）下線部ｂの理由を次の３つの語句を用いて説明せよ。

　＜語句＞　典型元素　　　価電子　　　原子番号

（４）アルゴンと同じ族に属する元素について、次の問いに答えよ。

　①　アルゴンと同じ族に属する元素は一般的に何と呼ばれているか。

　②�　ネオンは化学的に安定であり、ほかの元素と化合物をつくりにくい。その理由について、電子

配置に着目して説明せよ。

　③　①の中で最も軽い元素の元素記号を記せ。

（５�）アルゴンの同位体は、主に36Ar、38Ar、40Arが存在する。地球上では40Arが圧倒的に多いが、

全宇宙における同位体の存在比は主に36Ar：84.2％、38Ar：15.8％、40Ar：0.0300％と、36Arが多い。

この存在比から全宇宙におけるアルゴン原子の平均原子量を有効数字３桁で求めよ。また、求め

る際の計算式も記せ。ただし、それぞれの同位体の原子量は質量数と同じであるとする。

（６）下線部ｃについて、次の文中の（　　　）に当てはまる語句を答えよ。

　　�　空気からアルゴンを分離する際には、空気を液化して、各物質の（　　　）の違いを利用して、�

酸素やアルゴンなどの各成分に分離している。
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（７�）メンデレーエフは自らが好きなカードゲームから発案し、元素名や元素の性質を書き込んだカー

ドを並べ替えることを繰り返す内にひとつの周期表を作り上げた。メンデレーエフの周期表�

（図Ⅰ）を参考に、当時未発見だった元素Ｑについての次のカードに記載される内容について、

例にならって（　　　）にあてはまる記号を記せ。

　　�　未知の元素Ｑは、メンデレーエフの周期表（図Ⅰ）では化学的性質が似た元素と横に並べて

配置されていた。

　　（例）カリウムＫ	 （例）ナトリウムNa	 （例）カルシウムCa	 未知の元素Ｑ

　　

Ｋ

39

RH

R２O

RCl
	

Na

23

RH

R２O

RCl
	

Ca

40

RH２

RO

RCl２
	

Ｑ

70

（　　　）

（　　　）

（　　　）

（８�）現在の周期表ではベリリウムBe、マグネシウムMgとカルシウムCaなどアルカリ土類金属は

同族であるが、メンデレーエフの周期表（図Ⅰ）では異なる行にある。その理由はBe、Mgと�

アルカリ土類金属の性質の違いによるものと考えられる。Be、Mgの性質が、アルカリ土類金属

と異なる点を２つ述べよ。
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